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 成層圏バルーンを使ったリモートセンシング 
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表１ バルーンサット 諸元 
 
 
名称 バルーンサット１ バルーンサット２ 














09:47 放球 09:51 放球 
 位置/動画データ受信   
11:02 位置データ途切れる 11:00 最高点到達：14km 
(11:45) （最東端：宮崎沖到達） 12:40 （宮崎沖 100km 着水） 
































































































曇止め対策 レンズの曇止め対策 ○ 
（電送映像を見る限り） 
遠征隊の組織・運用 遠征隊のスケジュール管理 ○ 
フライト バルーンの正常飛行 △ 
バルーン２にて、低高度で破裂。バルーン配置に問
題有り 
位置データの取得 GPS データの電送 △ 
ただし原因は電力と考えられる 
動画データの取得 動画データの電送 ○ 
機体の回収 機体の回収 × 
マスコミ対応 実験とマスコミ対応の両立 ○ 
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重量 ： 約20kg 
 
図12 UNITEC-1 イメージ図（参考文献[2]より） 
 
 
図13 UNITEC-1 の予定軌道(参考文献[2]より) 
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赤経 (J2000):  03h 07m  
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・ 第 53 回宇宙科学技術連合講演会：「バルーンサ
ット」（秋山 他）2009.9.10 
・ 第 53 回宇宙科学技術連合講演会：「デジタルド
ームシアターで体感する高度30km－バルーンか
ら見る地球－」（吉住 他）2009.9.11 
・ 日本天文学会 2010 年春季年会：「みさと８ｍ電
波望遠鏡の現状報告と今後の計画」（佐藤 他）
2010.3 
・ 2009 年度 第 39 回天文天体物理若手 夏の学
校：「みさと８ｍ電波望遠鏡性能評価」（宮崎 
他）2009.7. 
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Building up of the Business Model of the “Tourism Contents Renovation”: Trial for 





















































                                                          
i 例えば、図表１に示すように、国民の１人当たりの観
光・レクリエーション目的での年間平均宿泊数は、ここ数
年間、減少傾向を示している（国土交通省「旅行・観光産
業の経済効果に関する調査研究」より）。 
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